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ユーザー

Joruri Mail 2022はベースソフトウェアとなるJoruri PWMの上に、メールクライアントのアプリケー
ションを追加して稼働しています。
ユーザー一覧メニューではJoruriPWMにログインできるユーザーの情報、ユーザーが所属するグループ、
それぞれに振り分けるにロールの設定ができます。
ロールによりユーザーごとにアクセスするアプリケーションを制御することができます。

1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「ユーザー一覧」アプリケーションを選択します。
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グループ

PWMにログインするユーザーはシステム管理者により任意のグループに所属させることができます。
所属情報は「ユーザー一覧」アプリケーション内にある「グループ」メニューで管理できます。

1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「ユーザー一覧」アプリケーションを選択します。
3. 画面上部のグローバルメニューの「グループ」をクリックしてグループ一覧に遷移します。
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ロール

ユーザーごとにロールを割り振ることで、アクセス可能なアプリケーションを制御することができます。

1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「ユーザー一覧」アプリケーションを選択します。
3. 画面上部のグローバルメニューの「ロール」をクリックしてグループ一覧に遷移します。

「権限割当」メニューで各ロールに割り当てているアプリケーションを確認できます。
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ユーザー一覧‐設定

ユーザー一覧の「設定」メニューより、ユーザーのパスワードポリシー等のセキュリティ設定を指定できま
す。

1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「ユーザー一覧」アプリケーションを選択します。
3. 画面上部のグローバルメニューの「設定」をクリックして設定画面に遷移します。

各項目の[編集]リンクより設定値を指定します。
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ユーザー設定

ユーザー一覧の「ユーザー設定」メニューより、ユーザーが個々に設定する「個人環境設定」の設定値を一
括で指定することができます。

1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「ユーザー一覧」アプリケーションを選択します。
3. 画面上部のグローバルメニューの「設定＞ユーザー設定」をクリックして設定画面に遷移します。

各項目の[編集]リンクより設定値を指定します。
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社員名簿‐社員

PWMのユーザーを社員名簿に登録することで、組織アドレス帳で引用可能となります。

1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「社員名簿」アプリケーションを選択します。

3. グローバルメニューから「社員」を選択します。
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社員名簿‐組織

社員名簿では組織データを登録して各社員を任意のグループに所属させることができます。

1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「社員名簿」アプリケーションを選択します。
3. グローバルメニューから「組織」を選択します。
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社員名簿‐設定

設定画面で「役職」「担当」を登録することで、社員情報を登録する時の選択肢として利用できます。

1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「社員名簿」アプリケーションを選択します。
3. グローバルメニューから「設定」を選択します。
4. 「役職」または「担当」を選んで登録します。

「設定」画面で社員情報を登録する際の
役職／担当項目の選択肢を管理します
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アクセスログ

「アクセスログ」画面で各ユーザーがアクセスしたアプリケーション、画面、操作した内容を確認できます。
1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「アクセスログ」アプリケーションを選択します。

行にロールオーバーすると
ピンク色にハイライト表示さ
れるので、クリックして詳細
画面を開きます。

左ツリーの日付を選択する
ことで任意の日付で絞り込
んで表示できます。

設定メニューでログの保持
期間を指定できます。
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プロセスログ

「プロセスログ」画面で各ユーザーの操作で実行されたバックグランドジョブの処理状況を確認できます。
1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「プロセスログ」アプリケーションを選択します。

行にロールオーバーすると
ピンク色にハイライト表示さ
れるので、クリックして詳細
画面を開きます。

左ツリーの日付を選択する
ことで任意の日付で絞り込
んで表示できます。

設定メニューでログの保持
期間を指定できます。
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DB更新履歴

「DB更新履歴」画面で各ユーザーの操作により行われたデータベースの更新内容を確認できます。
1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「DB更新履歴」アプリケーションを選択します。

行にロールオーバーすると
ピンク色にハイライト表示さ
れるので、クリックして詳細
画面を開きます。

左ツリーの日付を選択する
ことで任意の日付で絞り込
んで表示できます。

設定メニューでログの保持
期間を指定できます。
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Elasticsearch管理

「Elasticsearch管理」アプリケーションより、Elasticsearch（メール検索用エンジン）の稼働状況をか
確認できます。

1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「Elasticsearch管理」アプリケーションを選択します。

「health」の項目がgreenまたはyellowであれば正常稼働しています。
redになっている場合は次のシートにある「インデックス再作成の手順」をお試しください。

「health」を確認します
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インデックス再作成の手順

PWMが稼働しているサーバーにSSHログインし、Elasticsearchのインデックスを再作成します。

1．redとなっているインデックスを削除します。
$ cd /var/www/pwm/
$ bundle exec rake pwm_wmail_search:search:delete_index 
RAILS_ENV=production

2．削除されたか確認します。
$ curl -XGET "[network.hostの値]:9200/_cat/indices?v"
→１．の時のように「red」と表示されなければ削除完了。

3．インデックスを作成します。
$ cd /var/www/pwm/
$ bundle exec rake pwm_wmail_search:search:create_index 
RAILS_ENV=production

4．Elasticsearchのインデックスのステータスを確認します。
$ curl -XGET "[network.hostの値]:9200/_cat/indices?v"

5．その後、メールを既に受信している場合は、インポート処理を実行します。
※バックグランド実行なので、受信メール数によっては時間がかかることにご留意ください。

$ cd /var/www/pwm/
$ bundle exec rake pwm_wmail_search:email:update_sanitized_body 
RAILS_ENV=production TARGET_ALL_ACCOUNT_CHECK=1
$ bundle exec rake pwm_wmail_search:search:import_index 
RAILS_ENV=production TARGET_ALL_ACCOUNT_CHECK=1 BATCH_SIZE=100
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メール‐アカウント

メールのシステム管理者用メニューで、各ユーザーが利用しているメールアドレスを確認・編集できます。

1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「メール」アプリケーションを選択します。
3. 画面上部のグローバルメニューの「システム」をクリックしてシステム管理者用メニューに遷移します。

行にロールオーバーすると
ピンク色にハイライト表示さ
れるので、クリックして詳細
画面を開きます。左ツリーの日付を選択する

ことでグループごとにユー
ザーを絞り込んで表示でき
ます。

メニュー

作成 新規にユーザーにメールアカウントを付与します。

インポート 規定の形式のCSVをアップロードすることで一括でユーザーに
メールアドレスを付与できます。詳細は「セットアップマニュアル」
および「Joruri_PWM ユーザー・グループ 一括登録CSVフォー
マット」を参照してください。

エクスポート 現在登録されているメールアドレス情報をCSV形式でエクス
ポートします。エクスポートしたＣＳＶを編集してインポートするこ
とで、既存のデータを一括で修正できます。
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メール‐使用状況

メールのシステム管理者用メニューで、各ユーザーのストレージ使用状況等を確認できます。

1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「メール」アプリケーションを選択します。
3. 画面上部のグローバルメニューの「システム」をクリックしてシステム管理者用メニューに遷移します。
4. 「使用状況」リンクをクリックします。

行にロールオーバーすると
ピンク色にハイライト表示さ
れるので、クリックして詳細
画面を開きます。左ツリーの日付を選択する

ことでグループごとにユー
ザーを絞り込んで表示でき
ます。

各ユーザーの詳細画面から設定
編集画面に遷移できます。
最大容量や自動削除の設定がで
きます。
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メール‐初期設定

「初期設定」メニューでは、メールサーバーや一覧表示形式等のユーザーが個別に指定する設定について、
全ユーザーに任意の値を一括で指定する等の操作ができます。

1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「メール」アプリケーションを選択します。
3. 画面上部のグローバルメニューの「システム」をクリックしてシステム管理者用メニューに遷移します。
4. 「初期設定」リンクをクリックします。

5. 既定にしたい値を入力してからフォーム右端にある「同期」にチェックを入れて下部の「同期」ボタンを
クリックするとすべてのユーザーの設定に反映されます。
ユーザーに個別で編集を許可したい値は「編集許可」にチェックを入れて「更新」ボタンをクリックしま
す。

「同期」をチェックします。

メールサーバーのホスト名
など、一括で指定したい設
定を入力します。

左ツリーで設定項目を選択
します。
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メール‐設定

「設定」メニューでは、受信時のアイムアウト時間や本文内にリンクを表示するドメインの制限、各種ツール
の上限設定等のメールシステム管理のための設定が行えます。

1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「メール」アプリケーションを選択します。
3. 画面上部のグローバルメニューの「システム」をクリックしてシステム管理者用メニューに遷移します。
4. 「設定」リンクをクリックします。

5. 任意の設定値を入力して「登録」を押下すると反映されます。

左ツリーで設定項目を選択
します。
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メールアカウント削除（退職）

ユーザーが退職等でメールアカウントの削除が必要になった時は、システム＞アカウントからユーザーに
紐づけているメールアカウントを削除できます。

該当メールアカウントが保持しているメールデータは全て削除されます。
削除されるのは送信側のメールボックスだけで、受信側のメールボックスにはメールが残ります。

1. システム管理者アカウントでPWMにログインします。
2. 左上のプルダウンメニューを展開して「メール」アプリケーションを選択します。
3. 画面上部のグローバルメニューの「システム」をクリックしてシステム管理者用メニューに遷移します。
4. 「アカウント」をクリックしてメールアカウント一覧を表示します。

5. 削除したいメールアカウントの詳細を開きます。

6. 「削除」ボタンをクリックします。確認ウィンドウが表示されるので「OK」を押下して削除を実行します。

7. バックグランド処理でメールの削除等が行われます。

行にロールオーバーすると
ピンク色にハイライト表示さ
れるので、クリックして詳細
画面を開きます。
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